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Ⅰ研究 の成果 （1000字程度）
（図表 も含 めて分か りやす く記入 のこ と）
光学活性イミダゾールは，生体分子として、あるいは不斉触媒やイオン性液体前駆体としての幅広い用
途が期待されているが、従来の合成法ではキラリティー制御や反応効率に難点があった。一方、Scheme1
のイミダゾールの合成法を利用 し、アンモニアの代わ
りにキラルな第一級脂肪族アミンを用いるとN置 換基
にキラリティーを容易に導入することができることが
知られている。この反応は，安価な原料か
ら簡便に目的化合物を合成できる点で魅力
的であるが，低収率である点や機能性官能
基を有するアミンへの適用例がほとんどな
いなど、合成の最適化および一般化が
望まれる。本研究ではまず、①機能性
官能基として水酸基を有する第一級
アミン (S)-2-amino-1-phenylethanol
をモデル化合物として反応条件の検
討を行ない、②様々なアミノアルコー
ルへの適用を試みた。
① Scheme2に従い反応条件を検討
した結果（Table1）、この反応は反応系
中のpHや 溶媒極性に大きく依存する
ことが明らかとなり、酢酸アンモニウ
ム存在下メタノール中で反応する場合に最も高
収率で目的化合物が得られた。尚、反応に伴う本
質的なラセミ化は生じていなかった。
②水酸基 を有するアミンとして、天然アミノ酸
より誘導したアミノアルコールなどを用い反応を行
った （Table2）。その結果、イミダゾール骨格近傍に
嵩高い置換基が存在 しても反応は進行することが明
らかとなり、この反応の汎用性が示唆された。今後得
られた光学活性イミダゾールを4級化しイオン性液
体への応用を目指 したい。
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